
令和８年第５回教育委員会定例会日程

１ 日 時 令和８年５月２０日（水）午後２時００分

２ 場 所 朝霞市役所 第１委員会室

３ 出 席 者

教 育 委 員 会 教 育 長 二 見 隆 久

教育委員会教育長職務代理者 平 木 倫 子

教 育 委 員 会 委 員 髙 橋 松 久

教 育 委 員 会 委 員 森 島 史 枝

教 育 委 員 会 委 員 上 野 正 道

４ 説明のための出席者

学 校 教 育 部 長 福 士 昌 三

生 涯 学 習 部 長 堀 川 政 昭

学校教育部次長兼教育総務課長 関 口 豊 樹

生涯学習部次長兼生涯学習・スポーツ課長 渡 邉 雄

学校教育部参事兼教育管理課長 横 瀬 修 克

教 育 指 導 課 長 手 島 牧 子

学 校 給 食 課 長 星 加 敏 昭

文 化 財 課 長 西 島 和 秀

中 央 公 民 館 長 大 瀧 一 彦

図 書 館 長 増 田 潔

５ 議事日程

（１）開 会 宣 言

（２）会 議 録 署 名 委 員 の 指 名

（３）会 議 録 の 承 認 ・ 訂 正

（４）教 育 長 月 間 行 事 の 承 認

（５）教 育 長 の 報 告 別紙のとおり

（６）議 案 の 審 議 別紙のとおり

（７）そ の 他

（８）閉 会 宣 言



（別紙）

◎ 教育長報告事項

①専決処理について（朝霞市学校運営協議会委員の解任について）

②専決処理について（朝霞市学校運営協議会委員の解任及び任命について）

③学級編制及び教職員定数について

④令和８年度小・中学校の修学旅行及び林間学校の実施について

⑤いじめに関する調査結果について

（当日配付）

⑥第３０回朝霞市民ウォークラリー大会について

⑦第２期朝霞市スポーツ推進計画中間評価報告書について

⑧専決処理について（朝霞市スポーツ推進審議会委員の委嘱について）

⑨専決処理について（朝霞市公民館運営審議会委員の委嘱について）

◎ 提出議案

議案第３８号 奨学金貸付決定について

（当日配付）

議案第３９号 朝霞市就学支援委員会委員の委嘱及び任命について

議案第４０号 朝霞市いじめ問題専門委員会委員の委嘱について

議案第４１号 朝霞市学校運営協議会委員の任命について

議案第４２号 朝霞市学校運営協議会委員の解任及び任命について



教育長月間行事（令和８年４月）　実績

日 曜 時    間 行         事          等

2 木 16:15 時年休（１時間）

3 金 14:00 埼玉県都市教育長協議会第１回役員会

4 土 8:30 第４５回ライオンズ旗争奪少年サッカー大会

7 火 年休

10 金 15:00 埼玉県都市教育長協議会総会、情報交換会

11 土 10:00 交通安全標語表彰式

12 日 10:00 朝霞市文化協会定期総会

16 木 15:00 第１回南部教育長総会・会議・懇親会

20 月 14:00 朝霞地区教育委員会連合会定期総会

25 土 9:00 丸沼芸術の森コレクション展テープカット

※　この月間行事には、教育長の時間外及び市外への勤務並びに休暇を記載しています。



教育長月間行事（令和８年６月）　予定

日 曜 時    間 行         事          等

6 土 8:30 避難所開設訓練

7 日 8:45 第７１回朝霞市民総合スポーツ大会　陸上競技の部

20 土 13:00 子ども大学あさか　入学式

27 土 10:00 第４０回図書館まつり（オープニングセレモニー）

27 土 12:00 朝霞市吟剣詩舞道連盟　納涼大会

※　この月間行事には、教育長の時間外及び市外への勤務並びに休暇を記載しています。



No.1

教育長報告事項

専決処理について（学校運営協議会委員の解任について）

朝霞市教育委員会教育長に対する事務委任規則第２条第２項の規定により専

決処理した事案について、同規則第３条第２項の規定に基づき、下記のとおり

報告します。

令和８年５月２０日

朝霞市教育委員会教育長 二見 隆久

記

１ 件名

専決第９号 学校運営協議会委員の解任及び任命について

２ 専決処理期日

令和８年３月３１日

３ 専決処理した理由

委員の解任及び任命について、教育委員会へ諮る時間的余裕がなかったため。

４ 解任について

（１）発令事項 朝霞第四小学校学校運営協議会委員を解任する。

（２）発令年月日 令和８年３月３１日

（３）発令候補者

氏名 職業又は所属・職名 理由

大倉 幾子
おおくら い く こ

元 PTA執行部員 一身上の都合により

田畑 康治
た ば た こ う じ

朝光苑施設長 一身上の都合により



No.2

教育長報告事項

専決処理について（朝霞市学校運営協議会委員の解任及び任命について）

朝霞市教育委員会教育長に対する事務委任規則第２条第２項の規定により専

決処理した事案について、同規則第３条第２項の規定に基づき、下記のとおり

報告します。

令和８年５月２０日

朝霞市教育委員会教育長 二見 隆久

記

１ 件名

専決第１０号 朝霞市学校運営協議会委員の解任及び任命について

２ 専決処理期日

令和８年４月３０日

３ 専決処理した理由

委員の解任及び任命について、教育委員会へ諮る時間的余裕がなかったため。

４ 解任について

（１）発令事項 朝霞第五中学校学校運営協議会委員を解任する。

（２）発令年月日 令和８年４月３０日

（３）発令候補者

氏名 職業又は所属・職名 理由

庄司 俊一
しょうじ としかず

宮戸町内会 会長 役員交代

渋谷 勝己
し ぶ や か つ み

あさか福祉作業所 所長 役員交代



５ 任命について

（１）発令事項 朝霞第五中学校学校運営協議会委員を任命する。

任期は、前任者の残任期間とする。

（２）発令年月日 令和８年５月１日

（３）発令候補者

氏名 職業又は所属・職名 理由

和田 雅子
わ だ ま さ こ

宮戸町内会 会長 役員交代

古谷 敦
ふ る や あつし

あさか福祉作業所 所長 役員交代



１　朝霞市　計

（１）標準学級数に応じて配当する基礎定数

（２）上記（１）以外の基礎定数及び一部の加配定数（教員）

（３）産育休等代替教職員の正規化に伴う特別配当

小学校 5

中学校 5

中学校

学校種別
校　長
教　員

養護教員

小学校

中学校 96

小学校 238

13 109 155 18 7

34 272 321 13

学校種別 通常
学級

標　　準    学    級    数 教  　　職　　  員　　  定 　　 数

特別支援
学級

合　計
校　長 教　員 養　護 事　務

教　員 （特支） 教　員 職　員

学校種別
少人数指導(基礎・加配)

（教科指導充実）
少人数指導（加配）

（学力向上ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

8

15

日本語指導
（基礎）

通級指導
（基礎）

初任研指導
（基礎）

3 9 4.0

2 1 1.0

栄養教諭等 事務職員

     学級編制及び教職員定数について

     教育長報告事項      No.3



２　小学校

校長 養護 事務

教員 教員 職員

40H00 朝 霞 第 一 小 3 3 3 3 3 3 2 20 24 1 1 1

40H01 朝 霞 第 二 小 4 4 4 4 4 4 4 28 33 1 2 1

40H02 朝 霞 第 三 小 4 4 4 4 4 4 3 27 32 1 2

40H03 朝 霞 第 四 小 4 3 3 3 3 3 5 24 29 1 1

40H04 朝 霞 第 五 小 4 5 4 5 4 6 3 31 36 2 2

40H05 朝 霞 第 六 小 5 6 6 6 5 6 5 39 45 2 2

40H06 朝 霞 第 七 小 3 4 4 3 4 4 3 25 30 1 1

40H07 朝 霞 第 八 小 5 5 5 5 6 6 3 35 40 2 2 1

40H08 朝 霞 第 九 小 3 3 2 2 2 2 3 17 21 1 1 1

40H09 朝 霞 第 十 小 4 3 3 4 5 4 3 26 31 1 1 1

少人数指導（産育休前）0.1 専科指導
（英語）1 専科指導（教科担任・高）1
専科指導（教科担任・若）1 日本語指
導1 通級1

学校
ｺｰﾄﾞ

学校名

学  校  別  標　準　学　級　数

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特支 計

専科指導（英語）1 専科指導（教科担
任・高）1 初任研1

専科指導（教科担任・高）1 日本語指
導1 通級3 初任研1

少人数指導（産育）0.1 少人数指導
（産育休前）0.1 専科指導（英語）1 専
科指導（教科担任・高）1 専科指導
（教科担任・若）1 日本語指導1 通級2

学校別教職員定数（参考）

学校別加配・特配教職員定数少人数指導（教員）

教科指導充実
（２年、１年）

学力向上
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

少人数指導（産育休前）0.3 専科指導
（教科担任・高）1 マネ強化1 初任研1
教頭複数1

専科指導（教科担任・若）1 教頭複数
1

通級1

通級2

専科指導（教科担任・高中）1 生徒指
導（校内支援ｾﾝﾀ）1 初任研1



３　中学校

校長 教員 養護 事務

教員 （特支） 教員 職員

50H50 朝 霞 第 一 中 9 7 8 3 27 38 4 2 2

50H51 朝 霞 第 二 中 6 8 6 3 23 32 4 1 2 1

50H52 朝 霞 第 三 中 9 7 7 3 26 37 4 2 2 1 1

50H53 朝 霞 第 四 中 6 6 6 2 20 29 3 1 1 1

50H54 朝 霞 第 五 中 5 3 3 2 13 19 3 1 1 1

学校別教職員定数（参考）

学校別加配・特配教職員定数少人数指導（教員）

教科指導
充実

学力向上
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

教頭複数1

少人数指導（産育休前）0.3 日本語指
導1 教頭複数1

少人数指導（産育休前）0.2

日本語指導1

少人数指導（産育）0.1 児童生徒支援
1 生徒指導（未然防止）1 通級1 初任
研1 教頭複数1

学校
ｺｰﾄﾞ

学校名

学  校  別  標　準　学　級　数

１年 ２年 ３年 ４年 計５年 ６年 特支



（ 朝霞市教育委員会）

3 3 1 6 1

令和８ 年度　 栄養教諭及び学校栄養職員配当数

単独実施校 共同調理場 計

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校



No.4
教育長報告事項

令和８年度小・中学校の修学旅行及び林間学校の実施について

令和８年度朝霞市立小・中学校修学旅行日程一覧 R８.４.１現在

学校名 行先 実 施 日

朝霞第一小学校 日光
令和８年

６月３日（水） ～ ６月４日（木）

朝霞第二小学校 日光
令和８年

５月１４日（木） ～ ５月１５日（金）

朝霞第三小学校 日光
令和８年

６月１１日（木） ～ ６月１２日（金）

朝霞第四小学校 日光
令和８年

５月２０日（水） ～ ５月２１日（木）

朝霞第五小学校 日光
令和８年

５月２１日（木） ～ ５月２２日（金）

朝霞第六小学校 日光
令和８年

６月４日（木） ～ ６月５日（金）

朝霞第七小学校 日光
令和８年

５月２０日（水）～ ５月２１日（木）

朝霞第八小学校 日光
令和８年

５月２８日（木） ～ ５月２９日（金）

朝霞第九小学校 日光
令和８年

５月１４日（木） ～ ５月１５日（金）

朝霞第十小学校 日光
令和８年

５月２７日（水） ～ ５月２８日（木）

朝霞第一中学校 京都・奈良
令和８年

９月８日（火） ～ ９月１０日（木）

朝霞第二中学校 京都・奈良
令和８年

９月２９日（火） ～ １０月１日（木）

朝霞第三中学校 京都・奈良
令和８年

９月１１日（金） ～ ９月１３日（日）

朝霞第四中学校 京都・奈良
令和８年

９月１５日（火） ～ ９月１７日（木）

朝霞第五中学校 京都・奈良
令和８年

９月６日（日） ～ ９月８日（火）



令和８年度朝霞市小学校林間学校日程一覧 R８.４.１現在

児童数：令和８年度小学校５年生の児童数（R7.12.24 時点データ）

学校名 日程 児童数(名) 場所

朝霞第一小学校 令和８年

７月２３日（木）～ ７月２４日（金）
103 赤城

朝霞第二小学校 令和８年

７月２２日（水）～ ７月２３日（木）
127 赤城

朝霞第三小学校 令和８年

７月２９日（水）～ ７月３０日（木）
140 赤城

朝霞第四小学校 令和８年

１１月１９日（木）～１１月２０日（金）
98 赤城

朝霞第五小学校 令和８年

７月２１日（火）～ ７月２２日（水）
138 赤城

朝霞第六小学校 令和８年

７月２７日（月）～ ７月２８日（火）
163 赤城

朝霞第七小学校 令和８年

７月２２日（水）～ ７月２３日（木）
119 赤城

朝霞第八小学校 令和８年

７月３０日（木）～ ７月３１日（金）
200 赤城

朝霞第九小学校 令和８年

７月２４日（金）～ ７月２５日（土）
71 赤城

朝霞第十小学校 令和８年

７月２８日（火）～ ７月２９日（水）
143 赤城

国立赤城

青少年交流の家

所在地

群馬県前橋市富士見町赤城山２７
連絡先 027-289-7224



令和８年度朝霞市中学校林間学校日程一覧 R８.４.１現在

日程 学校名 学年
生徒数

(名)
宿泊先

令和９年 リゾートイン菅平スイスホテル

朝霞第一中学校 １月３１日（日）～ ２学年 281
所在地：長野県上田市菅平高原

１２２３−４６２９

２月２日（火） 連絡先：0268-74-3411

令和９年 リゾートイン菅平スイスホテル

朝霞第二中学校  １月２４日（日）～ ２学年 292
所在地：長野県上田市菅平高原

１２２３−４６２９

１月２６日（火） 連絡先：0268-74-3411

令和９年 ホテルジャパン志賀

朝霞第三中学校  １月２８日（木）～ ２学年 279
所在地：長野県下高井郡山ノ内町大

字平隠 7149

１月３０日（土） 連絡先：0269-34-2801

令和９年 ホテル一乃瀬

朝霞第四中学校  ２月 ７日（日）～ ２学年 223
所在地：長野県下高井郡山ノ内町

志賀高原一の瀬

２月 ９日（火） 連絡先：0269-34-2802

令和９年 菅平高原プラザホテル

朝霞第五中学校  １月２６日（火）～ ２学年 105
所在地：長野県上田市菅平高原１２

２３－３２４４

１月２８日（木） 連絡先：026-874-2345

生徒数:令和８年度中学校２年生の生徒数（R7.12.24 時点データ）



No.6
教育長報告事項

第３０回朝霞市民ウォークラリー大会について

１ 日 時 令和８年４月１２日（日）午前８時００分～午後１時

２ 場 所 朝霞第十小学校を起点に周辺約５ｋｍのコース

【コース（主な通過ポイント）】

十小（スタート）→泉蔵寺→いずみ公園→島の上公園→

泉水公園→十小（ゴール）

３ 申込人数 １８チーム ５７人（大人３６人、子ども２１人）

４ 参加者数 １７チーム ５３人（大人３４人、子ども１９人）

※１組事前キャンセル有り。

５ 概 要 参加チームごとに３分間隔でスタートし、コマ図（交差点の形状を簡略化した図）

を基にコースを歩きながら、途中のチェックポイントで課題を解き、設定時間に

応じた時間得点・課題得点の合計点で順位を競います。

６ 所 感

当日は天候に恵まれ、１７チーム５３人の参加を受け開催されました。

チームごとに朝霞第十小学校を出発し、泉蔵寺、ひざおり水車広場、いずみ公園、島の上公園、

泉水公園を巡り、再びゴールである朝霞第十小学校を目指しました。

各ポイントではその場所にちなんだチェックポイント課題やミニゲームを行い、得点を競いまし

た。中にはコマ図のとおりに進めず、コースから外れてしまうチームもありましたが、全チーム無

事にゴールすることが出来ました。

閉会式では問題の解説及び順位発表を行い、上位３チームには記念品を贈呈しました。今大会で

は設定時間の１２０分ちょうどにゴールしたチームが２チームあり、総合得点の結果が接戦になる

など、参加者も大いに盛り上がったまま終えることができました。

参加者からのアンケートでは、「朝霞の魅力に改めて気づかされた」、「力をあわせてゴールで

き、良い体験ができた」、「来年も参加したい」等の感想が寄せられ、高評価を得られたものと感

じております。

次回以降におきましても、アンケートの意見を参考に、スポーツ推進委員とともにより良いコー

スを設定し、多くの方に楽しんで参加していただける大会にしたいと考えております。



No.７

教育長報告事項
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１．はじめに

（１）「第２期朝霞市スポーツ推進計画」について

朝霞市では、令和３年３月に「第２期朝霞市スポーツ推進計画」を策定し、総合的かつ

計画的にスポーツ推進に取り組んでいます。【誰もが いつでも どこでも楽しめる 生

涯スポーツ社会の実現】を基本理念に掲げ、市民・関係スポーツ団体・行政が一体となっ

て、スポーツの推進を目指しています。

（２）計画の位置づけ

本計画は、スポーツ基本法 第１０条第１項に定める「地方スポーツ推進計画」、国の「第

２期スポーツ基本計画」、埼玉県の「埼玉県スポーツ推進計画（第２期）」、本市の「第５

次朝霞市総合計画」等、その他関連する諸計画との整合性を図り、スポーツ推進に関する

総合的な計画として位置付けています。

（３）計画期間

本計画は令和３年度から令和１２年度までの１０年間を計画期間とし、計画策定から５

年を目途に「スポーツ実態調査」を実施して、取り組み内容の中間評価を行います。また、

国や埼玉県の動向や社会情勢の変化等により、必要に応じて計画の見直しを行います。

（４）計画の目標

２０歳以上の市民のうち、６０％が週１回以上スポーツを行う

ことをめざして、スポーツ活動の推進に取り組んでいきます。

（※国・埼玉県の今後５年間のスポーツ実施率は、６５％を目標として掲げています。）
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２．「スポーツ実態調査」アンケートについて

（１）アンケート調査の目的

令和３年３月に策定された「第２期朝霞市スポーツ推進計画」が５年目を迎えるにあた

り、市民のスポーツに関する意識やスポーツ実施率を把握し、スポーツの情報を収集し、

現在の課題の把握と計画の取り組み内容の中間評価を行うために、アンケート調査を実

施しました。

（２）アンケート調査の調査対象及び方法

調査対象 朝霞市市政モニター

調査方法 郵送やメールによる調査を依頼し、無記名回答で調査

回答人数 ３２６人

回答率 ７６．９％
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３．アンケート集計結果と中間評価

（１）中間評価について

本計画は令和３年度から令和１２年度までの１０年間を計画期間とし、計画策定か

ら５年を目途に「スポーツ実態調査」を実施して、取り組み内容の中間評価を行うこ

ととしていることから、令和７年度に「スポーツに関するアンケート」を実施しまし

た。この結果を基に、市民のスポーツに関する意識やスポーツ実施率を把握し、課題

の把握と中間評価を行います。

（２）市民のスポーツ実施状況（スポーツ実施率）

過去１年間に運動・スポーツをした成年以上の市民の割合は、７３．０％で、国が

令和６年１１月に実施した「スポーツの実施状況等に関する世論調査」の７７．４％

と、比較して低い結果となっています。また、週に１回以上スポーツをする成年以上

の市民の割合（以下「スポーツ実施率」という。）は、５１．２％となっており、第２

期計画の目標値である６０％に到達していないため、実施率向上の取り組みが必要で

す。

※出典：スポーツ庁（2025）令和 6年度「スポーツの実施状況等に関する世論調査」

（令和 8 年 1月 28 日時点）

平成２１年度 平成２４年度 平成２６年度 平成２８年度 令和元年度 令和６・７年度

45.3% 47.5% 42.8% 42.5% 53.6% 52.5%

43.1% 48.3% 48.2% 52.9% 53.2% 60.0%

39.6% 37.4% 45.0% 48.1% 48.4% 51.2%

国
埼玉県
朝霞市

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%

スポーツ実施率の推移
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（３）アンケート集計結果（抜粋）と中間評価

【スポーツ実施率】

◆問１ この 1 年間に運動・スポーツをしましたか？

◆問１－(３) どの程度運動・スポーツをしていますか？

＊週１回以上のスポーツ実施率は、全体の回答者（令和７年度：３２６人・令和元年度：６１１人）の

うち、選択項目の①と②の合計を割合で示したもの。

【評価】

目標の指標としているスポーツ実施率は、令和７年度時点では５１．２％で、前回の４８．

４％から２．８ポイント増加しているものの目標値である６０％に到達していないため、引

き続きスポーツ実施率を高める取り組みが必要です。

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① した 238 73.0% 444 72.7% 0.3

② していない 88 27.0% 167 27.3% -0.3

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0.0

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 週に３回以上 83 34.9% 130 29.3% 5.6

② 週に１～２回 84 35.3% 166 37.4% -2.1

③ 月に１～３回 52 21.8% 102 23.0% -1.2

④ 年に数回程度 17 7.1% 40 9.0% -1.9

無回答 2 0.8% 6 1.4% -0.6

＊週１回以上のスポーツ

実施率
51.2% 48.4% 2.8
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【スポーツをする目的】

◆問１－(２) 運動・スポーツをする理由は何ですか？（主な理由を３つまで）

【評価】

「運動・スポーツをする理由」ですが、「健康・体力づくりのため」が８１．１％と最も多

く、前回調査と比較して５．９ポイントの増、「運動不足を解消するため」は５７．１％で

前回比１．７ポイントの減、「スポーツを楽しむため」は２７．３％で前回比２．９ポイン

トの減となり、上位３項目は、前回調査と同様の結果になりました。「健康・体力づくり」

及び、「運動不足を解消するため」定期的に運動・スポーツを行っている方が多く、前回調

査時から引き続き、健康に対する意識の高さが伺えます。

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 健康・体力づくりのため 193 81.1% 334 75.2% 5.9

② スポーツを楽しむため 65 27.3% 134 30.2% -2.9

③ 運動不足を解消するため 136 57.1% 261 58.8% -1.7

④ 精神修養や鍛錬のため 15 6.3% 17 3.8% 2.5

⑤ 大会に出場するため 9 3.8% 16 3.6% 0.2

⑥ 友人・仲間との交流のため 47 19.7% 83 18.7% 1.0

⑦ 地域の人たちとの交流のため 11 4.6% 14 3.2% 1.4

⑧ 家族とのふれあいのため 17 7.1% 56 12.6% -5.5

⑨ 美容・ダイエットのため 40 16.8% 88 19.8% -3.0

⑩ 生きがいのため 17 7.1% 27 6.1% 1.0

⑪ ストレス解消のため 50 21.0% 86 19.4% 1.6

⑫ 記録や技能の向上のため 5 2.1% 10 2.3% -0.2

⑬ その他 10 4.2% 15 3.4% 0.8
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【スポーツをしない理由】

◆問１－(７) あなたが運動・スポーツをしていない理由は何ですか？（主な理由を３つ

まで）

◆問１－(８) 今後条件がそろえば運動・スポーツをしたいですか？

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 仕事、家事、育児、勉強などで忙

しくて時間がないから
52 59.1% 82 49.1% 10.0

② 身近に運動をする場所がないから 17 19.3% 10 6.0% 13.3

③ 指導者がいないから 1 1.1% 3 1.8% -0.7

④ 一緒に運動する仲間がいないから 14 15.9% 19 11.4% 4.5

⑤ お金がかかるから 8 9.1% 27 16.2% -7.1

⑥ 運動が好きではない・興味がない

から
17 19.3% 29 17.4% 1.9

⑦ やりたい種目のクラブやサークル

がないから
3 3.4% 8 4.8% -1.4

⑧ 運動よりも他のことに興味がある

から
13 14.8% 34 20.4% -5.6

⑨ ケガや病気のため 14 15.9% 22 13.2% 2.7

⑩ 年をとったから 5 5.7% 28 16.8% -11.1

⑪ 運動するのが面倒、苦手だから 19 21.6% 35 21.0% 0.6

⑫ 人間関係がわずらわしいから 5 5.7% 6 3.6% 2.1

⑬ 特に理由はない 7 8.0% 20 12.0% -4

⑭ その他 8 9.1% 9 5.4% 3.7

無回答 0 0.0% 6 3.6% -3.6

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① してみたい 55 62.5% 90 53.9% 8.6

② したくない 6 6.8% 14 8.4% -1.6

③ どちらともいえない 27 30.7% 59 35.3% -4.6

無回答 0 0.0% 4 2.4% -2.4



7

【評価】

「運動・スポーツをしていない理由」では、「仕事や育児等で忙しくて時間がない」が５

９．１％と最も多く、前回調査と比較して１０．０ポイントの増、「運動するのが面倒、苦

手だから」は２１．６％で前回比０．６ポイントの増、「身近に運動をする場所がないから」

は１９．３％で前回比から１３．３ポイントの増などの傾向が見られます。

一方、「今後条件がそろえば運動・スポーツをしたいですか？」には、６２．５％が「し

てみたい」と答えており、前回から８．６ポイントの増加と、スポーツに対する関心が高ま

っていることが伺えます。

仕事や家事、育児等で運動時間を確保しづらい人が多いため、日常生活の合間に気軽にで

きる体操やエクササイズ、イベント等の提供を通じて、より多くの市民が生涯にわたって気

軽にスポーツを楽しめるよう、スポーツを始めるきっかけづくりが重要です。
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【スポーツ施設について】

◆問９ 普段どのような場所で運動やスポーツを行っていますか？（あてはまるものをす

べて）

◆問１０ 朝霞市の公共スポーツ施設を利用したことがありますか？

【評価】

スポーツ施設に関するアンケートから、「普段どのような場所で運動やスポーツを行って

いますか？」という問の回答では、自宅が３６．２％と最も多く、公園・広場が３５．６％、

公共のスポーツ施設が３２．８％の順になりました。

自宅、公園・広場、の割合は前回より上昇しており、身近な場所を有効活用しながら、個

人で手軽にスポーツを行う環境が広がっています。

公共スポーツ施設は人気があり、多くの市民の方に利用していただいていますが、「施設

を利用したくても、利用者が多くて利用できない」、「予約が取りにくい」という声も寄せら

れていることから、「施設が不足している」と感じている人が多いことがわかります。一方、

利用率の低い施設もあることから、適切な管理運営と、PR 等による利用促進が必要です。

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 公共のスポーツ施設 107 32.8％ 180 29.5% 3.3

② 民間のスポーツ施設 67 20.6％ 124 20.3% 0.3

③ 学校体育施設（小･中学校） 31 9.5％ 42 6.9% 2.6

④ 高校・大学の施設 4 1.2％ 11 1.8% -0.6

⑤ 職場のスポーツ施設 2 0.6％ 11 1.8% -1.2

⑥ 民間会員制スポーツクラブの施設 30 9.2％ 49 8.0% 1.2

⑦ 公園・広場 116 35.6％ 170 27.8% 7.8

⑧ 自宅 118 36.2％ 158 25.9% 10.3

⑨ 野外（山、川、海、土手等） 102 31.3％ 154 25.2% 6.1

⑩ その他 26 8.0％ 31 5.1% 2.9

無回答 0 0.0％ 67 11.0% -11.0

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 利用したことがある 168 51.5％ 322 52.7% -1.2

② 利用したことはない 157 48.2％ 280 45.8% 2.4

無回答 1 0.3％ 9 1.5% -1.2
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【スポーツ事業について】

◆問１２ 朝霞市では、「市民スポーツ大会」を始め「ロードレース大会」「市民スポーツ教

室」等のイベントを実施していますが、参加したことはありますか？

◆問１２－(１) 参加してみてどうでしたか？

◆問１２－(２) 参加しなかった理由は何ですか？（あてはまるものをすべて）

【評価】

「市スポーツ事業（イベント）の参加状況」について、８２．２％の方は「参加したこ

とはない」と回答し、参加しなかった理由は、「内容を知らない」（４３．７％）、「イベント

に魅力を感じない」（２８．０％）、「開催情報がない」（２５．４％）、「日程が合わない」（２

２．０％）、の順になりました。

これまで広報、市ホームページ、エックス等のさまざまな情報発信ツールを活用して、市民

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 参加したことがある 58 17.8％ 99 16.2% 1.6

② 参加したことはない 268 82.2％ 504 82.5% -0.3

無回答 0 0.0％ 8 1.3% -1.3

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 楽しかった（満足だった） 32 55.2％ 47 43.9% 11.3

② 普通だった 22 37.9％ 42 39.3% 37.9

③ どちらでもない 4 6.9％ 10 9.3% -2.4

無回答 0 0.0％ 8 7.5% -16.2

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 開催情報がないから 68 25.4％ 120 23.8% 1.6

② 内容を知らないから 117 43.7％ 215 42.7% 1.0

③ イベントに魅力を感じない

から
75 28.0％ 117 23.2% 4.8

④ 日程が合わないから 59 22.0％ 134 26.6% -4.6

⑤ その他 40 14.9％ 85 16.9% -2.0

無回答 ０ 0.0％ 35 6.9% -6.9
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へ市スポーツ事業（イベント）の開催情報等の周知を図ってきましたが、アンケートの結果

では、市スポーツ事業（イベント）の「内容を知らない」、「開催情報が分からない」方が、

６９．１％にのぼることから、情報が十分に行き届いていないことがわかります。

市スポーツ事業（イベント）等のスポーツに親しむきっかけづくりに加えて、情報を必要と

する方に確実に届き、スポーツに対する関心や興味を持ってもらえるような情報を伝えて

いく必要があることから、伝える相手（ターゲット）を見極めて、より多くの市民に情報が

届けられるような効果的な周知方法の調査・研究が必要です。

一方、参加経験者の満足度（楽しかった、満足だった）は５５．２％と、前回調査時より

上昇していることから、今後、事業内容の更なる充実を図るとともに、年代やライフスタイ

ルに応じたイベント等の開催を検討するなど、多くの方が参加しやすく満足できる事業を

継続しいくことが重要です。

（４）スポーツ推進審議会での意見

令和８年２月１３日に開催された、令和７年度第２回朝霞市スポーツ推進委員会におい

て、アンケートの集計結果を提示し、「朝霞市スポーツ推進計画」について意見を伺いまし

た。

【委員からの意見】

・イベントの参加率が低い（問１２）のは PRが足りていないのではないか。周知を工夫す

ることで、参加者の増加や、楽しかったと感じてくれる人が増えるのではないか。

・スポーツをしていない人のうち、６２．５％がしてみたい（問１－（８））と回答してい

ることから、スポーツをやってみたい人にスポーツができるような仕掛けができれば、計画

目標の６０％は達成可能ではないか。

・スポーツ施設が近くにないという意見もあるが、整備には財政面等の状況もあると思うの

で、民間などと連携することも検討してはどうか。
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（５）目標の達成に向けて

本計画の目標である、「２０歳以上の市民のうち、６０％以上が週１回以上スポーツを行

うこと」の達成に向け、引き続きスポーツ実施率を高める取り組みが必要です。アンケート

結果や、会議での意見を踏まえつつ、今後も引き続き、本計画に沿ってスポーツの推進に努

めていきます。

・市民がいつでもどこでもだれとでも、気軽にスポーツ・レクリエーションを楽しめるよ

う、スポーツ関係団体等と連携し推進体制の充実を図るとともに、ホームページ、SNS

等多様な伝達手段を活用し、積極的な情報発信を行っていきます。

・多くの市民がスポーツ・レクリエーションに親しむきっかけとなるよう、普段スポーツ

をしていない人も含め、多くの方が参加しやすく親しみやすいイベントを開催するな

ど、スポーツ事業の充実を図ります。

・施設について、利用者が安全・快適で利用しやすい施設となるよう、計画的な改修を進

めるとともに、定期的な点検や修繕による適切な維持管理を図ります。また利用者の声

を聴きながら、サービスの向上と効率的な管理運営に努めます。
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資料 アンケート集計結果

スポーツに関するアンケート集計結果

１．アンケート調査の目的

令和３年３月に策定された「第２期朝霞市スポーツ推進計画」が５年目を迎えるにあたり、市民のス

ポーツに関する意識やスポーツ実施率を把握することにより、スポーツの情報を収集し、現在の課題の

把握と計画の取り組み内容の中間評価を行うための資料とすることを目的に、アンケート調査を実施し

ました。

２．アンケート調査の調査対象及び方法

注：アンケート集計結果について

（1）単位：「人数」･･･「人」・「構成比」･･･「％」・「増減比較」…「ポイント」

※構成比は、百分率（％）で小数点以下第２位を四捨五入し、小数点第１位までを表記していま

す。複数回答のアンケートにおける校正は、回答者（対象者）数に占める割合です。また、構

成比率の合計が１００％を超える場合があります。

※回答者数よりも回答数が多い場合があります。

※自由記述の表現はできる限り原文のまま記載していますが、一部表現を修正しているところが

あります。

調査対象 朝霞市市政モニター

対象人数 ４２４人

調査期間 令和７年５月９日（金）から５月２８日（水） まで

調査方法
郵送やメールによる調査を依頼し、無記名回答で調査

（①調査票に記入して返送または②ネットで回答）

回答人数
３２６人

（①郵送にて返送：６１人・②ネットで回答：２６５人）

回答率 ７６．９％



13

※このアンケートでの「運動・スポーツ」とは、野球、サッカー、陸上競技等だけではなく、踊

りやダンス等のレクリエーション活動、散歩、ウォーキングやストレッチ等レベルや内容に関

わらず、気軽にできる運動も含みます。

（例）仲間や親子でやるキャッチボールや、電車を利用せずに一駅区間歩いた等

～ あなた御自身について ～

・年齢

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

18～24 歳 8 2.5% 31 5.1% -2.6

25～29 歳 14 4.3% 29 4.7% -0.4

30～34 歳 22 6.7% 49 8.0% -1.3

35～39 歳 22 6.7% 51 8.3% -1.6

40～44 歳 33 10.1% 50 8.2% 1.9

45～49 歳 33 10.1% 69 11.3% -1.2

50～54 歳 44 13.5% 66 10.8% 2.7

55～59 歳 35 10.7% 67 11.0% -0.3

60～64 歳 40 12.3% 38 6.2% 6.1

65～69 歳 28 8.6% 47 7.7% 0.9

70～74 歳 25 7.7% 55 9.0% -1.3

75 歳以上 21 6.4% 59 9.7% -3.3

無回答 1 0.3% 0 0.0% 0.3



14

・お住まいの地域

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

青葉台 1 0.3% 2 0.3% 0.0

朝志ヶ丘 24 7.4% 39 6.4% 1.0

大字岡 ― ― 1 0.2% -0.2

岡 23 7.1% 30 4.9% 2.2

上内間木 ― ― 4 0.7% -0.7

北原 7 2.1% 8 1.3% 0.8

幸町 10 3.1% 21 3.4% -0.3

栄町 30 9.2% 49 8.0% 1.2

下内間木 1 0.3% 2 0.3% 0.0

泉水 10 3.1% 27 4.4% -1.3

田島 3 0.9% 13 2.1% -1.2

大字台 ― ― 0 0.0% 0.0

仲町 6 1.8% 20 3.3% -1.5

西原 6 1.8% 13 2.1% -0.3

西弁財 5 1.5% 10 1.6% -0.1

大字根岸 ― ― 0 0.0% 0.0

根岸台 42 12.9% 68 11.1% 1.8

大字浜崎 ― ― 0 0.0% 0.0

浜崎 5 1.5% 15 2.5% -1.0

東弁財 11 3.4% 14 2.3% 1.1

大字膝折 ― ― 0 0.0% 0.0

膝折町 25 7.7% 52 8.5% -0.8

本町 37 11.3% 60 9.8% 1.5

大字溝沼 1 0.3% 0 0.0% 0.3

溝沼 13 4.0% 49 8.0% -4.0

三原 40 12.3% 72 11.8% 0.5

大字宮戸 1 0.3% 1 0.2% 0.1

宮戸 25 7.7% 38 6.2% 1.5

その他 ― ― 2 0.3% -0.3

無回答 0 0.0% 1 0.2% -0.2
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・職業

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

会社員 148 45.4% 219 35.8% 9.6

公務員 19 5.8% 43 7.0% -1.2

会社経営者 6 1.8% 4 0.7% 1.1

自営業 19 5.8% 34 5.6% 0.2

専業主婦（主夫） 38 11.7% 78 12.8% -1.1

パート・アルバイト 47 14.4% 78 12.8% 1.6

学生 6 1.8% 25 4.1% -2.3

無職 28 8.6% 82 13.4% -4.8

その他 14 4.3% 14 2.3% 11.7

無回答 1 0.3% 34 5.6% -5.4
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～運動やスポーツの実施状況について ～

◆問１ この 1年間に運動・スポーツをしましたか？

※問１で「① した」と回答された方にお聞きします。

◆問１－(１) どんな運動・スポーツをしましたか？（主な種目を２つまで）

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① した 238 73.0% 444 72.7% 0.3

② していない 88 27.0% 167 27.3% -0.3

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0.0

種 目
令和７年度

種 目
令和元年度

人数 構成比 人数 構成比

ウォーキング・散歩 111 28.3% ウォーキング 185 41.7%

ストレッチ 25 6.3%
ジョギング・ランニン

グ
60 13.5%

ジョギング・ラ

ンニング
24 6.1% ゴルフ 39 8.8%

ゴルフ 22 5.6% ストレッチ 37 8.3%

筋トレ・ジム・トレーニ

ング
22 5.6% ヨガ・ピラティス等 37 8.3%

サイクリング・自転車 19 4.8% 筋トレ・ジム 36 8.1%

ヨガ・ピラティ

ス
17 4.3% 水泳 32 7.2%

水泳 13 3.3% テニス・ソフトテニス 24 5.4%

テニス 13 3.3% バドミントン 22 5.0%

登山 8 2.0% ダンス等 17 3.8%

スキー・スノーボード 8 2.0% サイクリング 17 3.8%

トレーニング 7 1.7% 野球 14 3.2%

野球 6 1.5% 登山 14 3.2%

ソフトボール 6 1.5% マラソン 14 3.2%

ダンス 6 1.5% 卓球 13 2.9%

マラソン 6 1.5% サッカー 13 2.9%

バスケットボール 5 1.2% スキー･スノーボード 12 2.7%
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・その他（一部抜粋）：射撃、キャッチボール、杖道、バレエ、フィールサイクル、室内運動、ラクロ

ス、ズンバ、モルック、エアロビクス、持久走、トレッキング、キックボクシング、ウエイトリフテ

ィング、フィットネス教室、格闘技、サバイバルゲーム、ドッチボール、町歩きサークル、農園を通

じた運動、転倒予防体操、鳴子、プール、ノルビック、市民スポーツ大会（綱引き）、コンディショニ

ング、ボッチャ、全身エクササイズサークル、カヌー

種 目
令和７年度

種目
令和元年度

人数 構成比 人数 構成比

ラジオ体操 5 1.2%
バレーボール・ソフトバ

レー
11 2.5%

バドミントン 5 1.2% バスケットボール 10 2.3%

卓球 4 1.0% 軽い体操 9 2.0%

バレーボール 4 1.0% ソフトボール 7 1.6%

ボウリング 4 1.0% ボウリング 7 1.6%

サッカー 2 0.5% エアロビクス等 6 1.4%

アーチェリー 2 0.5% ボルダリング 5 1.1%

フットサル 2 0.5% ラジオ体操 5 1.1%

サーフィン 2 0.5% フットサル 5 1.1%

テレビ体操 2 0.5% ハイキング 4 0.9%

太極拳 2 0.5% 太極拳 4 0.9%

なわとび 2 0.5% ウエイトトレーニング 3 0.7%

ハイキング 2 0.5%
空手・合気道・テコン

ドー
3 0.7%

ロードバイク 2 0.5% バランスボール 3 0.7%

体操 2 0.5% トレッキング 3 0.7%

空手・合気道 2 0.5% 畑仕事 3 0.7%

その他 29 7.4% その他 58 13.1%
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◆問１－(２) 運動・スポーツをする理由は何ですか？（主な理由を３つまで）

⑬その他（抜粋）

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 健康・体力づくりのため 193 81.1% 334 75.2% 5.9

② スポーツを楽しむため 65 27.3% 134 30.2% -2.9

③ 運動不足を解消するため 136 57.1% 261 58.8% -1.7

④ 精神修養や鍛錬のため 15 6.3% 17 3.8% 2.5

⑤ 大会に出場するため 9 3.8% 16 3.6% 0.2

⑥ 友人・仲間との交流のため 47 19.7% 83 18.7% 1.0

⑦ 地域の人たちとの交流のため 11 4.6% 14 3.2% 1.4

⑧ 家族とのふれあいのため 17 7.1% 56 12.6% -5.5

⑨ 美容・ダイエットのため 40 16.8% 88 19.8% -3.0

⑩ 生きがいのため 17 7.1% 27 6.1% 1.0

⑪ ストレス解消のため 50 21.0% 86 19.4% 1.6

⑫ 記録や技能の向上のため 5 2.1% 10 2.3% -0.2

⑬ その他 10 4.2% 15 3.4% 0.8

・部活

・仕事

・飼い犬の散歩のため

・こどもと遊ぶため

・夜よく寝れるため

・自然に触れリラックスするため

・旅先でのレクリエーションのため

・癒しを求める

・黒目川の景色を楽しむため

◆問１－(３) どの程度運動・スポーツをしていますか？

＊週１回以上のスポーツ実施率は、全体の回答者（令和７年度：３２６人・令和元年度：６１１人）の

うち、選択項目の①と②の合計を割合で示したもの。

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 週に３回以上 83 34.9% 130 29.3% 5.6

② 週に１～２回 84 35.3% 166 37.4% -2.1

③ 月に１～３回 52 21.8% 102 23.0% -1.2

④ 年に数回程度 17 7.1% 40 9.0% -1.9

無回答 2 0.8% 6 1.4% -0.6

＊週１回以上のスポーツ実施率 51.2% 48.4% 2.8
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◆問１－(４) 運動・スポーツを１回に行う時間はどの程度ですか？

◆問１－(５) あなたの運動・スポーツの実施状況（頻度）についてどう思いますか？

◆問１－(６) 運動・スポーツをした結果、健康面での効果・変化はありましたか？

※効果とは風邪をひかなくなった、病院へ行かなくなった等を意味します。

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① １５分未満 15 6.3% 10 2.3% 4.0

② １５分以上３０分未満 38 16.0% 62 14.0% 2.0

③ ３０分以上１時間未満 71 29.8% 128 28.8% 1.0

④ １時間以上２時間未満 73 30.7% 157 35.4% -4.7

⑤ ２時間以上 41 17.2% 83 18.7% -1.5

無回答 0 0.0% 4 0.9% -0.9

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 充分である 79 33.2% 129 29.1% 4.1

② 不足している 141 59.2％ 268 60.4% -1.2

③ わからない 18 7.6％ 40 9.0% -1.4

無回答 0 0.0% 7 1.6% -1.6

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 効果・変化があった 56 23.5％ 113 25.5% -2.0

② ある程度効果・変化があった 126 52.9％ 199 44.8% 8.1

③ 特に効果・変化はなかった 56 23.5％ 128 28.8% -5.3

無回答 ０ 0.0% 4 0.9% -0.9
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※問１で「② していない」と回答された方にお聞きします。

◆問１－(７) あなたが運動・スポーツをしていない理由は何ですか？（主な理由を３つまで）

⑭ その他（抜粋）

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 仕事、家事、育児、勉強などで忙し

くて時間がないから
52 59.1% 82 49.1% 10.0

② 身近に運動をする場所がないから 17 19.3% 10 6.0% 13.3

③ 指導者がいないから 1 1.1% 3 1.8% -0.7

④ 一緒に運動する仲間がいないから 14 15.9% 19 11.4% 4.5

⑤ お金がかかるから 8 9.1% 27 16.2% -7.1

⑥ 運動が好きではない・興味がないか

ら
17 19.3% 29 17.4% 1.9

⑦ やりたい種目のクラブやサークルが

ないから
3 3.4% 8 4.8% -1.4

⑧ 運動よりも他のことに興味があるか

ら
13 14.8% 34 20.4% -5.6

⑨ ケガや病気のため 14 15.9% 22 13.2% 2.7

⑩ 年をとったから 5 5.7% 28 16.8% -11.1

⑪ 運動するのが面倒、苦手だから 19 21.6% 35 21.0% 0.6

⑫ 人間関係がわずらわしいから 5 5.7% 6 3.6% 2.1

⑬ 特に理由はない 7 8.0% 20 12.0% -4

⑭ その他 8 9.1% 9 5.4% 3.7

無回答 0 0.0% 6 3.6% -3.6

・参加できそうな情報がない

・きっかけがない

・特定のスポーツはしていないが、普段からなるべく歩く、階段を使うなどのみです

・コロナ前は月に２回はジムに行っていたが、以降、再開できていない

・やりたいと思うが時間を確保できていない

・現在療養中のため医師に激しい運動をとめられている

・小さい時からスポーツは学校の時だけ
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◆問１－(８) 今後条件がそろえば運動・スポーツをしたいですか？

◆問１－(９) 試合や競技大会等のスポーツ観戦（テレビでの観戦含む）をどの程度していますか？

～ 今後の運動・スポーツについて ～

◆問２ 今後やってみたい運動・スポーツは何ですか？（主な種目を２つまで）

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① してみたい 55 62.5% 90 53.9% 8.6

② したくない 6 6.8% 14 8.4% -1.6

③ どちらともいえない 27 30.7% 59 35.3% -4.6

無回答 0 0.0% 4 2.4% -2.4

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 週に１～２回程度 92 28.2％ 157 25.7% 2.5

② 月に１～３回 57 17.5％ 193 31.6% -14.1

③ 年に数回程度 65 19.9％ 122 20.0% -0.1

④ ほとんど観戦しない 97 29.8％ 97 15.9% 13.9

無回答 15 4.6％ 42 6.9% -2.3

種 目
令和 7 年度

種 目
令和元年度

人数 構成比 人数 構成比

ヨガ・ピラティス等 40 10.1% 水泳 56 9.2%

ウォーキング・散歩 34 8.6% テニス・ソフトテニス 53 8.7%

水泳・スイミング 32 8.1% ヨガ・ピラティス等 53 8.7%

ダンス等 28 7.1% ウォーキング 43 7.0%

テニス・ソフトテニス 27 6.8% ジョギング・ランニング 38 6.2%

ジョギング・ランニン

グ
22 5.5% 筋トレ・ジム 32 5.2%

バドミントン 19 4.8% 卓球 30 4.9%

ゴルフ 16 4.0% バドミントン 29 4.7%

卓球 12 3.0% ゴルフ 25 4.1%

ストレッチ 10 2.5% ダンス等 24 3.9%

筋トレ・ジム 10 2.5% ストレッチ 22 3.6%

野球 9 2.2% 野球 22 3.6%
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種目
令和７年度

種 目
令和元年度

人数 構成比 人数 構成比

サイクリング・自転車 8 2.0% バスケットボール 20 3.3%

太極拳 6 1.5% ボルダリング 20 3.3%

ボルダリング 6 1.5% 登山 18 2.9%

スキー・スノーボード 6 1.5%
バレーボール・ソフトバレ

ー
18 2.9%

バレーボール 5 1.2% マラソン 18 2.9%

サッカー 5 1.2% フットサル 14 2.3%

フットサル 5 1.2% サイクリング 13 2.1%

トレーニング 4 1.0% サッカー 13 2.1%

マラソン 4 1.0% アーチェリー 10 1.6%

バスケットボール 4 1.0% 空手・合気道・テコンドー 10 1.6%

登山 3 0.7% スキー･スノーボード 10 1.6%

ソフトボール 3 0.7% ボウリング 8 1.3%

ボウリング 3 0.7% エアロビクス等 7 1.1%

体操 3 0.7% 弓道 6 1.0%

ボッチャ 3 0.7% 太極拳 6 1.0%

ボクシング 3 0.7% マリンスポーツ 6 1.0%

水中ウォーキング 3 0.7% ハイキング 5 0.8%

スケート 3 0.7% ラグビー 5 0.8%

アーチェリー 2 0.5% 乗馬 4 0.7%

キックボクシング 2 0.5% スケート 4 0.7%

空手 ２ 0.5% グラウンドゴルフ 3 0.5%

剣道 ２ 0.5% 剣道 3 0.5%

カーリング ２ 0.5% スキューバ－ダイビング 3 0.5%

ピックルボール ２ 0.5% ソフトボール 3 0.5%

トレイルランニン

グ
２ 0.5% 体操 3 0.5%

ラグビー ２ 0.5% テニス 3 0.5%

弓道 ２ 0.5% トランポリン 3 0.5%

その他 39 9.9% その他 64 10.5%



23

・その他（一部抜粋）：ラジオ体操、射撃、ラクロス、モルック、エアロビクス、トレッキング、ウエイ

トリフティング、格闘技、筋力をつける、カポエイラ、ウィンタースポーツ、縄跳び、パデル、筋力を

維持するためのスポーツ、セパタクロー、柔術、スラックライン、陸上競技、ペタンク、体術、アメフ

ト、ダイビング、吹き矢、ウインドサーフィン、スラックライン、なぎなた、ノルディックウォーキン

グ、マリンスポーツ、トランポリン、スキューバダイビング、ビーチハンドボール、有酸素運動、ロッ

ククライミング、スカッシュ、eスポーツ、乗馬、武術、サイクリング＆トレッキング、ビリヤード

◆問３ 月平均どのくらいの経費（道具やウェア等の購入費・クラブ会費・施設使用料等を含む）であれ

ば運動・スポーツに参加しますか？

～ スポーツに関するボランティア活動について ～

◆問４ この１年間にスポーツに関するボランティア活動を行ったことがありますか？

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 1,000 円未満 64 19.6％ 127 20.8% -1.2

② 1,000 円以上 3,000 円未満 87 26.7％ 183 30.0% -3.3

③ 3,000 円以上 5,000 円未満 86 26.4％ 127 20.8% 5.6

④ 5,000 円以上 10,000 円未満 60 18.4％ 81 13.3% 5.1

⑤ 10,000 円以上 18 5.5％ 34 5.6% -0.1

無回答 11 3.4％ 59 9.7% -6.3

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① ある 25 7.7％ 39 6.4% 1.3

② ない 300 92.0％ 568 93.0% -1.0

無回答 1 0.3％ 4 0.7% -0.4
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※問４で「① ある」と回答された方にお聞きします。

◆問４－(１) どのような経緯で行いましたか？（あてはまるものをすべて）

◆問４－(２) それはどのような活動ですか？（あてはまるものをすべて）

選択項目
令和 7年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 自主的に行った 11 44.0％ 11 28.2% 15.8

② 頼まれて行った 16 64.0％ 28 71.8% -7.8

１．友人や知人 3 18.8％ 6 21.4% -2.6

2．町内会や職場のグループ 0 0.0％ 0 0.0% 0.0

3．スポーツ関係の団体や連盟 7 43.8％ 17 60.7% -16.9

4．子どもが所属しているクラブ 4 25.0％ 8 28.6% -3.6

5．その他 3 18.8％ 0 0.0% 18.8

③ その他 2 8.0％ 4 10.3% -2.3

無回答 0 0.0% 7 17.9% -17.9

選択項目
令和 7年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① スポーツの指導・コーチ 7 28.0% 12 30.8% -2.8

② スポーツ行事・スポーツ大会・イベ

ント等の手伝い
8 32.0% 18 46.2% -14.2

③ スポーツの審判・競技役員 6 24.0% 10 25.6% -1.6

④ スポーツクラブ・スポーツ団体等の

運営・活動の手伝い
9 36.0% 12 30.8% 5.2

⑤ その他 4 16.0% 3 7.7% 8.3

無回答 0 0.0% 9 23.1% -23.1
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※問４で「② ない」と回答された方にお聞きします。

◆問４－(３) 機会があれば、スポーツに関するボランティア活動を行いたいと思いますか？

～ 地域のスポーツ振興について ～

◆問５ 総合型地域スポーツクラブを知っていますか？

※総合型地域スポーツクラブとは、地域住民が自主的・主体的に運営する非営利組織のスポーツクラブ

のことです。

◆問５－(１) 総合型地域スポーツクラブに加入したいと思いますか？

◆問６ 地域スポーツ推進を図るために活動している「スポーツ推進委員」（旧：体育指導委員）を知っ

ていますか？

選択項目
令和 7年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 是非行いたい 16 5.3％ 27 4.7% 0.6

② できれば行いたい 73 24.3％ 101 17.7% 6.6

③ あまり行いたくない 92 30.7％ 174 30.4% 0.3

④ 全く行いたくない 50 16.7％ 111 19.4% -2.7

⑤ わからない 64 21.3％ 145 25.3% -4.0

無回答 5 1.5％ 14 2.4% -0.9

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 知っている 38 11.7％ 100 16.4% -4.7

② 知らない 286 87.7％ 496 81.2% 6.5

無回答 2 0.6％ 15 2.5% -1.9

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 加入したい 60 18.4％ 107 17.5% 0.9

② 加入したくない 76 23.3％ 133 21.8% 1.5

③ どちらでもない 189 58.0％ 354 57.9% 0.1

無回答 1 0.3％ 17 2.8% -2.5

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 知っている 11 3.4％ 44 7.2% -3.8

② 名前を聞いたことがある 41 12.6％ 96 15.7% -3.1

③ 知らない 272 83.4％ 460 75.3% 8.1

無回答 2 0.6％ 11 1.8% -1.2
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◆問６－(１) 運動やスポーツを推進するために「スポーツ推進委員」をはじめ、どのようなスポーツ

指導者が必要だと思いますか？（あてはまるものをすべて）

⑧ その他（抜粋）

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 健康・体力づくりのための指導がで

きる人
202 62.0％ 372 60.9% 1.1

② 競技力向上のための技術指導ができ

る人
93 28.5％ 159 26.0% 2.5

③ 体を動かす楽しみ方やスポーツへの

関心・興味がわくような指導ができる人
235 72.1％ 409 66.9% 5.2

④ 高齢者のスポーツ指導ができる人 145 44.5％ 242 39.6%

⑤ 青少年のスポーツ指導ができる人 86 26.4％ 124 20.3% 4.9

⑥ 障がい者のスポーツ指導ができる人 88 27.0％ 134 21.9% 6.1

⑦ スポーツ教室などイベントの企画・

運営ができる人
139 42.6％ 211 34.5% 5.1

⑧ その他 19 5.8％ 14 2.3% 8.1

・運動することによる健康増進を広めていける人

・過酷な指導やステレオタイプにならない人

・広報活動ができる方、発信力がある方

・こどもに運動を教えてほしいです

・実力のあるなしよりも、初心者や入門者の気持ち

をわかって寄り添える人

・スポーツ生理学（運動生理学）について指導でき

る人

・正しい体の動かし方を知っている人

・今は、中学生の部活地域移行に力を注ぐべきでは

ないでしょうか

・各競技の経験者

・スポーツ医学の知識がある人

・質問コーナーを設けてくれる指導者。温かみのあ

る話し方の指導者。

・参加者を知ることができる

・筋肉や身体についてきちんとした知識のある人

・県レベル、国体レベルで活躍できる競技を育てる

・暴力はダメだがきちんと実績のある指導者が行

う厳しい指導には保護者に文句を言わせない環

境

・フレイル予防のために、まずは家から外へ出る機

会を作る。自由参加型で人数に関係ないサーク

ル。

・学校教育の場でスポーツの指導ができる人
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～ スポーツに関する情報について ～

◆問７ あなたは、スポーツに関する情報をどのように入手していますか？（３つまで）

⑨ その他（抜粋）

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 広報あさか 165 50.6％ 220 36.0% 14.6

② 市ホームページ 16 4.9％ 24 3.9% 1.0

③ インターネット 70 21.5％ 254 41.6% -20.1

④ ポスター・チラシ 174 53.4％ 76 12.4% 41.0

⑤ 新聞・雑誌・テレビ 82 25.2％ 188 30.8% -5.6

⑥ 友人や知人 24 7.4％ 143 23.4% -16.0

⑦ 所属クラブ・団体等を通じて 41 12.6％ 36 5.9% 6.7

⑧ 主催団体への問い合わせ 1 0.3％ 2 0.3% 0.0

⑨ その他 4 1.2％ 7 1.1% 0.1

⑩ 特に入手していない 27 8.3％ 130 21.3% -13

・職場（整形外科）

・SNS

・家族から

◆問８ スポーツに関する情報で不足していると思われる情報は何ですか？（３つまで）

⑦ その他(抜粋)

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① スポーツができる場所や施設の情報 170 52.1％ 326 53.4% -1.3

② スポーツ行事・大会やイベントの情報 79 24.2％ 148 24.2% 0.0

③ スポーツクラブや同好会等の情報 102 31.3％ 195 31.9% -0.6

④ スポーツ用具や道具についての情報 33 10.1％ 73 11.9% -1.8

⑤ スポーツ指導者についての情報 45 13.8％ 75 12.3% 1.5

⑥ 健康・スポーツ相談についての情報 65 19.9％ 109 17.8% 2.1

⑦ その他 10 3.1％ 14 2.3% 0.8

⑧ 特になし（不足している情報はない） 59 18.1％ 150 24.5% -6.4

・情報はどこにあるかよくわからない

・スポーツ中にこどもを預けたり、家事代行サービスの情報

・全般的に発信力がない。市として推進している事すら知らなかった

・スポーツが嫌いな人ができるスポーツの情報

・施設、場所のレンタル方法

・入手していない
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～ スポーツ施設について ～

◆問９ 普段どのような場所で運動やスポーツを行っていますか？（あてはまるものをすべて）

⑩ その他(抜粋)

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 公共のスポーツ施設 107 32.8％ 180 29.5% 3.3

② 民間のスポーツ施設 67 20.6％ 124 20.3% 0.3

③ 学校体育施設（小･中学校） 31 9.5％ 42 6.9% 2.6

④ 高校・大学の施設 4 1.2％ 11 1.8% -0.6

⑤ 職場のスポーツ施設 2 0.6％ 11 1.8% -1.2

⑥ 民間会員制スポーツクラブの施設 30 9.2％ 49 8.0% 1.2

⑦ 公園・広場 116 35.6％ 170 27.8% 7.8

⑧ 自宅 118 36.2％ 158 25.9% 10.3

⑨ 野外（山、川、海、土手等） 102 31.3％ 154 25.2% 6.1

⑩ その他 26 8.0％ 31 5.1% 2.9

無回答 0 0.0％ 67 11.0% -11.0

・通勤時

・運動していない

・近所

・路上を歩く

・ゴルフ場

・道路

・旅先

・先生のスタジオ

・自宅周辺

・公民館

・デイサービス施設

・農園

◆問１０ 朝霞市の公共スポーツ施設を利用したことがありますか？

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 利用したことがある 168 51.5％ 322 52.7% -1.2

② 利用したことはない 157 48.2％ 280 45.8% 2.4

無回答 1 0.3％ 9 1.5% -1.2
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※問１０で「① 利用したことがある」と回答された方にお聞きします。

◆問１０－(１) どの施設を利用しましたか？（利用したことのある施設をすべて）

◆問１０－(２) 利用した施設の使用料についてどう思いますか？

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 総合体育館 83 49.4％ 147 45.7% 3.7

② 武道館 9 5.4％ 12 3.7% 1.7

③ 滝の根テニスコート 10 6.0％ 14 4.3% 1.7

④ 中央公園野球場 6 3.6％ 14 4.3% -0.7

⑤ 中央公園陸上競技場 37 22.0％ 60 18.6% 3.4

⑥ 青葉台公園テニスコート 22 13.1％ 36 11.2% 1.9

⑦ 青葉台公園芝生広場 18 10.7％ 34 10.6% 0.1

⑧ 北朝霞公園野球場 14 8.3％ 20 6.2% 2.1

⑨ 弁財公園テニスコート 10 6.0％ 13 4.0% 2.0

⑩ 内間木公園ソフトボール場 10 6.0％ 10 3.1% 2.9

⑪ 内間木公園テニスコート 14 8.3％ 15 4.7% 3.6

⑫ 内間木公園弓道場 0 0.0％ 3 0.9% -0.9

⑬ 上野荒川運動公園野球場 4 2.4％ 6 1.9% 0.5

⑭ 上野荒川運動公園サッカー場 4 2.4％ 8 2.5% -0.1

⑮ わくわくどーむ 126 75.0％ 215 66.8% 8.2

⑯ その他 3 1.8％ 12 3.7% -1.9

無回答 0 0.0％ 10 3.1% -3.1

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 適当である 131 78.0％ 246 74.3% 3.7

② 高い 7 4.2％ 19 5.7% -1.5

③ 安い 29 17.3％ 47 14.2% 3.1

無回答 1 0.3％ 19 5.7% -5.4
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◆問１１ 朝霞市の公共スポーツ施設についてどう思いますか？

※問１１で「② 不足している」と回答された方にお聞きします。

◆問１１－(１) どのような施設が不足していると思いますか？

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 充実である 12 7.6% 105 17.2% -9.6

② 不足している 21 13.4% 109 17.8% -4.4

③ わからない 124 79.0％ 356 58.3% 20.7

無回答 0 0.0% 41 6.7% -6.7

・ プールを増やしてほしい。（６）

・ ジム施設。（２）

・ 安心して歩ける広い公園。（２）

・ アイススケートなどウィンタースポーツが楽し

める施設。（２）

・ ボールが使えるところ。（３）

・ 道端でスケートボードをしている若者をよく見

かけるので、安全に楽しめる場所がほしいです。

（３）

・ わくわくどーむのような室内でスポーツできる

場所が他にもあると良い。（２）

・ e スポーツが楽しめるような施設。民間でもい

い。（２）

・ 高齢者が利用できる施設並びに用具。（２）

・ ランニングができるところ。（２）

・ 雨天でもこども達が自由に遊びに近い内容のス

ポーツが出来る施設。アイススケート場。

・ 特に思いつかないが、トランポリンやクライミ

ングなど室内でできるこども向けの運動施設。

・ 公園等に軽く運動ができる機具を設置してほし

い。根岸台近辺に高齢者用の運動施設を造って

ほしい。

・ 誰もが利用しやすいテニスコート。気軽に走れ

る各地域エリアごとのランニングコース。

・ 夜でも女性が安心して運動できる、ランニング

コースのある公園。

・ 膝に優しいジョギング用ロード（黒目川沿い道

路整備）。

・ ウォーキング等その場所で指導したりしてくれ

る少し大きめな広場。

・ 室内でウォーキングができる場所（夏場は暑く

て辛い為）。

・ 特にスポーツをすると構えなくても気軽にでき

るもの。ウォーキングコースまたは市内を巡る

ウォーキングや散歩用のウォーキングロード。

・ ウォーキングマップが市内にあるといい。

・ ウォーキング道の整備（河川敷の整備）。

・ テニスコート、野球場。

・ テニスコートの面数が少なく週末のコート確保

が難しい。黒目川でジョギングをしますが、草

刈りの頻度を増やしてほしい。ヨガができるス

タジオがほしい。

・ 市営のテニスコートがもう少しあると良いと思

います。また設備など古くなった施設も多く、

改善されたら嬉しいですね。都内の各施設と比

較すると残念な気がします。

・ テニスなどの壁打ちができるところ。やわらか

いボールを投げられる場所。

・ ボールを使うことができ、かつテニス以外にも

壁当てができる施設。

・ 硬式テニスコート：青葉台や内間木の抽選に申

し込みをしても今まで 1 回しか当たったこと
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がない。あまりにも当たらないのと、申し込み

をするのも大変なので、ここ数年は諦めていま

す。抽選の方法ももう少し考えて、団体の人だ

けでなく、平等に使えるようにしてほしい。

・テニスの壁打ちができる所。：市内に 1 カ所しか

ないので、増やしてほしい。過ごしやすい季節で

は 6 時頃から利用している方も多いので。

・バスケットボールのシュート練習ができる所：テ

ニスの壁打ちと同様で増やしてほしい。テニス

の壁打ちと一緒の場所にあり、いつも混んでい

る。学生が多く、コミュニケーションが取れて楽

しそうにしている姿が印象的だが、テニスとの

仕切りがないので、お互いのボールが入ってき

たり、バスケをしている人の動き方によっては

危険だなと感じることもあるため。

・ 城山公園にはあるが、壁打ちテニスの出来る場

所。ピックルボールのコート。

・ アーチェリー場。アクセスしやすい場所にある

テニスコート。

・ テニスコートの予約が大変混雑していると伺っ

たことがある。少しでも利用しやすくできるよ

う、予約にあたりチーム制登録などの対策を講

じておられるとのことで、今後も気軽にいつで

も楽しめるよう、皆が利用しやすい環境作りを

検討してほしい。

・ マシントレーニングができる施設やプール（わ

くわくどーむはアクセスの問題で利用しづら

い）。

・ 流れるプールやスライダーなどがある大型の室

内型プール施設があると 1 年中大人からこど

もまで楽しめて良いかもしれません。

・ アイススケート場、乗馬クラブ、ボルダリング、

プール、バレエが学べる場所。

・ こども向けバスケットボール、バレーボール、

野球、サッカー、ダンス。チームに所属したく

ないが種目として体験させたいので、体験でき

る回数制の教室を開いてほしい。需要は高いは

ずです。

・ アイススケートなどウィンタースポーツが冬季

限定で楽しめるなどもあった方が楽しめると

思うが、野球場、陸上競技場、水泳施設など朝

霞市には多く設置していただいているので、現

状の施設で足りていると思います。

・ 野球、サッカー、キャッチボール場、体操広場。

・ サッカー、ラグビー、野球、など広いグラウン

ド。

・ スイミング（水泳、歩行、身体を動かす、リハ

ビリなど）施設。スケートボードが楽しめる専

用施設。ミニサッカー、フットサルが楽しめる

室内の専用施設。ダンス、ヨガ、エアロビクス

などができる。競技などで、使用可能な施設。

託児所がある、スポーツ施設。室内、室外、体

育館、ジム目的にあった、スポーツ指導が受け

られる健康施設。柔道、空手、剣道の専用は道

場。自転車、サイクルスポーツ専用の施設。ミ

ニバスケットが気軽に楽しめる専用の施設。

・ 市外からも人を呼び込むことができる施設、例

えばスケートボード専用施設、ボルダリング、

SASUKE 体験施設など。

・ こどもたちが気軽にボール遊びができる場所

→公園はたいがい禁止になっているが場所に

よってはキャッチボールくらいなら良いので

はと思える場所もあるので、条件付きで許可す

るのはいかがでしょうか。ボールを壁当てでき

る壁

→近所のこどもが野球の練習で 50cm くらい

の住宅前の壁にボールを当てている、黒目川の

東上線の橋脚に当てている姿をよく見ますが、

通行人への危険と駐車場の車、住居の窓や壁な

どに当たる可能性（実際よく車にぶつけている）

があるので、差し障りなく練習できる場所があ

るとよいと考えます。
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バッティングセンター

→昔、岡にあったと記憶しています。思い切り

バットを振りストレス解消はいかがでしょう。

卓球場

→素人が単純に遊べる場所がほしい。

・ バスケットボールができる施設（屋内）。ボール

遊びができる公園。

・ ボール遊びができる施設。ボール投げはすべて

の運動に通じる体の使い方が含まれていると思

うのでこどもの時に行ってほしい遊びで、孫と

ボール投げをしたかったのですが、できる場所

が分かりませんでした。あったら嬉しいのはイ

ンドアテニスコート。真夏も安全にテニスが出

来るように。いろいろなインドアのスポーツが

できる施設。夏も安全にスポーツが出来るよう

に。

・ キャッチボール、サッカーなどボールを使って

遊べる施設、公園。

・ ボルダリング施設、ウエイトリフティングや、

パワーリフティング施設

・ スポーツクライミングが楽しめる施設。

・ 大人も利用できるボルダリング施設。

・ 最近流行りのスポーツを楽しめる施設（ボルタ

リングなど）。

・ 体育館が狭い、テニスコート、ボルダリング施

設。

・ 駅から近い施設。

・ ラジオ体操第一から第二まで出来る場所。

・ 芝生のある大規模な広場。

・ バリアフリーの体育館、競技場。

・ 駐車場がもっとあると良いと思います。

・ 不足は特に感じません。今後の維持管理にコス

トもかかるので現状施設の適切な維持が望ま

しいと思います。

・ 誰でも気軽に利用できる施設。

・ 卓球やバドミントンが出来る場所。

・ 「湯～ぐうじょう」を復活させて、民間のスポ

ーツ施設になる運動施設を新たに作ってもら

いたい。

・ 歩行者、自転車、自動車をすべて分離した形で

の自転車走行路。

・ わくわくどーむのような施設が市にもう一つく

らいあったらよいと思います。

・ 遊びながら体力作りができる、アスレチックが

できる施設。

・ ゴルフ練習場。

・ サイクリングコース。

・ バドミントンや卓球ができるところ。

・ 総合体育館の様な施設が、もう一つくらいほし

い。いろいろな競技のチームがたくさんあるの

で、中々、練習場所の確保が大変。

・ 宮戸地区は何もない。なさすぎる。隣接する志

木の広場や施設に行っている。ラジオ体操も志

木の会場。朝霞市役所付近に施設を集めすぎで

は？

・ 個人で手軽に借りて使える鏡とスピーカー付き

のダンススタジオ。

・ 車でのアクセスが容易な広い屋内運動施設。

・ テニスコートや陸上、競技場、体育館など施設

はあるため不足しているとは感じていない。も

っと利用したいとも思うが、休日には利用者が

多いためなかなか利用することが難しくなっ

ている。

・ 北朝霞・朝霞台駅近くの武道館や体育館。

・ 趣旨とは話が若干逸れてしまいますが、黒目川

は夜は街灯が少なく足元が十分に見えないた

め走りづらい。街灯をつけていただきたいです。

・ 朝志ケ丘周辺はほぼ何もない（知らないだけか

も）。

・ 以前エアリアルヨガをしたくて調べたが、何も

なく探せなかった。
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・ ラグビー、サッカーの用にゴール等の専門的な

施設、用具が置いてある場所。人数の多いチー

ムスポーツを行うことができるある程度大き

い施設。芝のグラウンド（天然、人工はとはな

い）。夜間使用が可能な照明などを完備した施

設。

・ 市の水泳施設（屋内）がもっと行きやすい場所

にあれば嬉しいと思います。

・ 公園にたまに見かける、大人が使うストレッチ

や筋トレができる健康遊具。

・ 良い指導者のいる設備の整った施設。指導にあ

たり上から目線で無い指導員のいる施設。

・ インドアでのフリースペース。

・ 陸上競技場、球場などの施設が朝霞に偏ってお

り、人口が増えている朝霞台周辺の充実度が低

いため。

・ 娘がカーリングをやりたいと言っていました。

ただ朝霞に限らず関東には少ないので諦めて

おりました。

・ サッカー競技場。

～ 朝霞市のスポーツ施策について ～

◆問１２ 朝霞市では、「市民スポーツ大会」を始め「ロードレース大会」「市民スポーツ教室」等のイベ

ントを実施していますが、参加したことはありますか？

※問１２で「① 参加したことがある」と回答された方にお聞きします。

◆問１２－(１) 参加してみてどうでしたか？

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 参加したことがある 58 17.8％ 99 16.2% 1.6

② 参加したことはない 268 82.2％ 504 82.5% -0.3

無回答 0 0.0％ 8 1.3% -1.3

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 楽しかった（満足だった） 32 55.2％ 47 43.9% 11.3

② 普通だった 22 37.9％ 42 39.3% 37.9

③ どちらでもない 4 6.9％ 10 9.3% -2.4

無回答 0 0.0％ 8 7.5% -16.2



34

※問１２で「② 参加したことはない」と回答された方にお聞きします。

◆問１２－(２) 参加しなかった理由は何ですか？（あてはまるものをすべて）

⑤ その他(抜粋)

・大会に出る体力がない（６）

・興味がない（５）

・情報収集しておらず、どんなイベントがあるか知

らないから。

・現在の私生活リズム敵に参加しづらいため

・大会に参加できるほどの技量、実力が自分にない

から

・イベント参加が合わないため

・普段スポーツ体質でないので。

・場所が行きにくいから

・妊娠出産子育てで情報収集時間がない。

・いきなり出場しようとは思わないから。

・運動やスポーツは、親しい仲間、または個人で実

践したいから。

・ロードレースは走ることが苦手だから。

・スポーツを好きな時に自分のペースで行いたい

ので、参加型には興味がない。

・こどもの参加付き添いのため

・張り切って怪我をしそうだから。

・楽しむ感じの参加というより、なんとなく順位を

競うような感じに思えてしまうから

・仕事をしているとなかなか日程も合わないし時

間がない。

・開催場所まで遠い

・介護で参加することができない。

・スポーツ以外の趣味があり、そちらを優先するか

ら

・身体状況

・必要がない

・知り合いがいないから

・たまには自分のペースで歩いている

・自分のペースで行いたい

・走る、跳ぶ等のむずかしい年齢

・若いときは、学校・企業に所属し、参加していた

・高齢者のため、個人ないしは仲間同士で出来る範

囲で体を動かすことにしているため。

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 開催情報がないから 68 25.4％ 120 23.8% 1.6

② 内容を知らないから 117 43.7％ 215 42.7% 1.0

③ イベントに魅力を感じないから 75 28.0％ 117 23.2% 4.8

④ 日程が合わないから 59 22.0％ 134 26.6% -4.6

⑤ その他 40 14.9％ 85 16.9% -2.0

無回答 ０ 0.0％ 35 6.9% -6.9
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◆問１３ 朝霞市ではスポーツ推進を図るため、さまざまな事業を実施していますが、今後どのような

ことに取り組んでいくべきとお考えですか？（あてはまるものをすべて）

⑬ その他(抜粋)

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 初心者向けのスポーツ教室の充実 144 44.2％ 243 39.8% 4.4

② 中学校の運動部活動の充実 97 29.8％ 60 9.8% 20.0

③ 中高年者のスポーツ活動の充実 136 41.7％ 257 42.1% -0.4

④ 障がい者のスポーツ活動の充実 52 16.0％ 78 12.8% 3.2

⑤ 親子スポーツ事業の推進 59 18.1％ 95 15.5% 2.6

⑥ 観戦するスポーツの推進 69 21.2％ 118 19.3% 1.9

⑦ 競技力の向上 11 3.4％ 43 7.0% -3.6

⑧ 各種スポーツ大会やイベントの開催 59 18.1％ 104 17.0% 1.1

⑨ 補助金制度の充実 46 14.1％ 80 13.1% 1.0

⑩ 指導者の育成・活用・支援 52 16.0％ 100 16.4% -0.4

⑪ スポーツ情報の充実 84 25.8％ 142 23.2% 2.6

⑫ スポーツ施設の整備・充実 107 32.8％ 215 35.2% -2.4

⑬ その他 18 5.5％ 19 3.1% 2.4

・日本では珍しいスポーツ体験活動の充実

・メジャースポーツだけではなくマイナースポー

ツに触れる機会の充実

・スポーツというレベルではなく簡単に身体を動

かせるゲームなどの大人の体育（自由都度参加

OK）がほしいですね

・公園の遊具の充実

・ウォーキングラリーなど、楽しみながら運動でき

るイベント

・ゴルフ場を作ったらどうですか？北神戸ゴルフ

場のような

・誰でも参加できるような施設が欲しい。大体こど

も向けばかり

・イベントの広報

・学校部活動の指導はぜひ必要なことだと思って

います。

・先生に代わる学校のクラブ活動の指導者

・こどもをスポーツ活動に参加させている間に親

もスポーツができるような、家族全員がスポー

ツに参加できる時間をつくれる場所

・無料化

・回数で終わってしまう教室が多いので、長く続け

られるシステム

・スポーツという名前の運動は嫌いですしやりた

くないし、これ以上の事業は不要だと思います

・老人筋力 UP、老人ストレッチ
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◆問１４ あなたは、朝霞市のスポーツ施策について満足していますか？

選択項目
令和７年度 令和元年度

増減比較
人数 構成比 人数 構成比

① 満足している 24 7.4％ 44 7.2% 0.2

② ある程度満足している 157 48.2％ 269 44.0% 4.2

③ あまり満足していない 104 31.9％ 160 26.2% 5.7

④ 満足していない 30 9.2％ 75 12.3% -3.1

無回答 11 3.4％ 63 10.3% -6.9



No.8

教育長報告事項

専決処理について（朝霞市スポーツ推進審議会委員の解職と委嘱について）

朝霞市教育委員会教育長に対する事務委任規則第２条第２項の規定により専

決処理した事案について、同規則第３条第２項の規定に基づき、下記のとおり

報告します。

令和８年５月２０日

朝霞市教育委員会教育長 二見 隆久

記

１ 件名

専決第１１号 朝霞市スポーツ推進審議会委員の解職と委嘱について

２ 専決処理期日

令和８年４月６日

３ 専決処理した理由

委員の解任及び任命について、教育委員会へ諮る時間的余裕がなかったため。

４ 解任について

（１）発令事項 朝霞市スポーツ推進審議会委員の職を解く。

（２）発令年月日 令和８年４月６日

（３）発令候補者

５ 任命について

（１）発令事項 朝霞市スポーツ推進審議会委員を委嘱する。

任期は、前任者の残任期間とする。

（２）発令年月日 令和８年４月６日

（３）発令候補者

氏名 職業又は所属・職名 理由

野口 邦彦
の ぐ ち くにひこ

朝霞第三中学校長 附属機関等委員の交代

氏名 職業又は所属・職名 新任・再任の別

原口 憲充
はらぐち のりみつ

朝霞第四小学校長 新 任

（４）委嘱の根拠 朝霞市スポーツ推進審議会に関する条例第４条､第６条



No.9

教育長報告事項

専決処理について（朝霞市公民館運営審議会委員の解職と委嘱について）

朝霞市教育委員会教育長に対する事務委任規則第２条第２項の規定により専

決処理した事案について、同規則第３条第２項の規定に基づき、下記のとおり

報告します。

令和８年５月２０日

朝霞市教育委員会教育長 二見 隆久

記

１ 件名

専決第１２号 朝霞市公民館運営審議会委員の解職と委嘱について

２ 専決処理期日

令和８年４月６日

３ 専決処理した理由

委員の解任及び任命について、教育委員会へ諮る時間的余裕がなかったため。

４ 解任について

（１）発令事項 朝霞市公民館運営審議会委員の職を解く。

（２）発令年月日 令和８年４月６日

（３）発令候補者

５ 任命について

（１）発令事項 朝霞市スポーツ推進審議会委員を委嘱する。

任期は、前任者の残任期間とする。

（２）発令年月日 令和８年４月６日

（３）発令候補者

氏名 職業又は所属・職名 理由

田邊 雅也
た な べ ま さ や

朝霞第五小学校長 附属機関等委員の交代

氏名 職業又は所属・職名 新任・再任の別

田中 誠
た な か まこと

朝霞第七小学校長 新 任

（４）委嘱の根拠 朝霞市公民館設置及び管理条例第１５条第２項



朝霞市公民館運営審議会委員名簿（敬称略）

任期 令和７年７月１日～令和９年６月３０日

選出の区分 氏 名 職業又は所属（団体）・職名

学校教育関係者 田 中 誠
た なか まこと

朝霞第七小学校長

学校教育関係者 岩 﨑 英 雄
いわ さき ひで お

朝霞第八小学校長

社会教育関係者 増 田 誉
ます だ ほまれ

中央盆栽クラブ

社会教育関係者 福 川 鷹 子
ふく かわ たか こ

はまなすの会

社会教育関係者 椎 橋 利 康
しい ばし とし やす

朝霞地区ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｿｻｴﾃｨ（ＡＩＳ）

社会教育関係者 大 野 良 雄
おお の よし お

楽陶会

社会教育関係者 山 里 フサ子
やま さと ふ さ こ

レザークラフト薔薇の会

社会教育関係者 伊 藤 政 男
い とう まさ お

囲碁サロン・彩霞

社会教育関係者 須 田 洋 子
す だ よう こ

マカリカ

社会教育関係者 櫛 田 直 子
くし だ なお こ

健康体操自彊術

家庭教育の向上に

資する活動を行う者
小 島 真知子
お じ ま ま ち こ

元社会教育指導員

学識経験者 西 明
にし さやか

朝霞市議会議員

学識経験者 金 子 幸 男
かね こ ゆき お

社会福祉法人滝の根会理事長

学識経験者 加 藤 美奈子
か とう み な こ

公募委員

新



朝霞市公民館運営審議会委員名簿（敬称略）

任期 令和７年７月１日～令和９年６月３０日

選出の区分 氏 名 職業又は所属（団体）・職名

学校教育関係者 田 邊 雅 也
た なべ まさ や

朝霞第七小学校長

学校教育関係者 岩 﨑 英 雄
いわ さき ひで お

朝霞第八小学校長

社会教育関係者 増 田 誉
ます だ ほまれ

中央盆栽クラブ

社会教育関係者 福 川 鷹 子
ふく かわ たか こ

はまなすの会

社会教育関係者 椎 橋 利 康
しい ばし とし やす

朝霞地区ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｿｻｴﾃｨ（ＡＩＳ）

社会教育関係者 大 野 良 雄
おお の よし お

楽陶会

社会教育関係者 山 里 フサ子
やま さと ふ さ こ

レザークラフト薔薇の会

社会教育関係者 伊 藤 政 男
い とう まさ お

囲碁サロン・彩霞

社会教育関係者 須 田 洋 子
す だ よう こ

マカリカ

社会教育関係者 櫛 田 直 子
くし だ なお こ

健康体操自彊術

家庭教育の向上に

資する活動を行う者
小 島 真知子
お じ ま ま ち こ

元社会教育指導員

学識経験者 西 明
にし さやか

朝霞市議会議員

学識経験者 金 子 幸 男
かね こ ゆき お

社会福祉法人滝の根会理事長

学識経験者 加 藤 美奈子
か とう み な こ

公募委員

旧



議案第３９号

朝霞市就学支援委員会委員の委嘱及び任命について

朝霞市教育委員会教育長に対する事務委任規則第２条第１項第７号の規定に

より、下記のとおり朝霞市就学支援委員会委員を委嘱及び任命することについ

て議決を求める。

令和８年５月２０日提出

朝霞市教育委員会教育長 二 見 隆 久

記

１ 発 令 事 項 朝霞市就学支援委員会委員を委嘱（任命）する

任期は令和８年６月９日から令和８年３月３１日

までとする

２ 発令年月日 令和８年６月９日

３ 発令候補者 別紙のとおり

４ 委嘱及び任命の根拠 朝霞市就学支援委員会条例第４条第２項



令和８年度 朝霞市就学支援委員会組織

※会議回数･･･全７回 合計３６名

※事務局：教育指導課長１名 指導主事３名

専 門 部

※会議回数･･･全４回 合計１２名

※事務局：教育指導課長１名 指導主事３名

１ 専 門 医
埼玉医科大学総合医療センター 医師 １名

医療法人寿鶴会 菅野病院 医師 １名

２ 教 育 職 員 特別支援学級担当者会代表校長 １名

就学支援担当校長 １名

小中学校特別支援学級設置就学相談担当教員 １５名

通級指導担当教員 ５名

幼稚園代表園長 １名

保育園代表園長 １名

和光特別支援学校職員 １名

和光南特別支援学校職員 ３名

子ども相談室教育相談員 ２名

３ 福祉事務所職員 障害福祉課 １名

４ 学識経験者 十文字学園女子大学教授 １名

５ 保 健 師 こども家庭課 ２名

１ 専 門 医
埼玉医科大学総合医療センター 医師 １名

医療法人寿鶴会 菅野病院 医師 １名

２
教 育 職 員

特別支援学級担当者会代表校長 １名

就学支援担当校長 １名

通級指導担当教員 ５名

子ども相談室教育相談員 ２名

３ 学識経験者 十文字学園女子大学教授 １名



令和８年度朝霞市就学支援委員会委員 名簿

所 属 職 名 氏 名 委嘱／任命

専門医
１ 埼玉医科大学総合医療センター 医 師 奈倉 道明 委嘱

２ 医療法人寿鶴会 菅野病院 医 師 内田 貴光 委嘱

教育職員

３ 朝霞第一中学校 校 長 金子 二郎 任命

４ 朝霞第一小学校 校 長 小林 美加 任命

５ 朝霞第一小学校 教 諭 大根田 武徳 任命

６ 朝霞第二小学校 教 諭 荒木 純一 任命

７ 朝霞第三小学校 教 諭 石川 遥 任命

８ 朝霞第四小学校 教 諭 矢内 冬騎 任命

９ 朝霞第五小学校 教 諭 髙田 蓮 任命

10 朝霞第六小学校 教 諭 土方 望都 任命

11 朝霞第七小学校 教 諭 石塚 智子 任命

12 朝霞第八小学校 教 諭 井手 敦子 任命

13 朝霞第九小学校 教 諭 久野 佳奈 任命

14 朝霞第十小学校 教 諭 根岸 瑞恵 任命

15 朝霞第一中学校 教 諭 佐々木 翔大 任命

16 朝霞第二中学校 教 諭 富ケ原 絵理 任命

17 朝霞第三中学校 教 諭 佐藤 光代 任命

18 朝霞第四中学校 教 諭 庄司 惠 任命

19 朝霞第五中学校 教 諭 北井 里沙 任命

20 朝霞第四小学校 教 諭 徳田 初穂 任命

21 朝霞第五小学校 教 諭 鎌田 葉子 任命

22 朝霞第七小学校 教 諭 水澤 直子 任命

23 朝霞第十小学校 教 諭 山本 志乃 任命

24 朝霞第一中学校 教 諭 紺頼 奈々 任命

25 根岸幼稚園 園 長 内田 真 委嘱

26 泉水保育園 園 長 金子 千佳子 委嘱

27 和光特別支援学校 教 諭 助川 大介 委嘱

28

和光南特別支援学校 教 諭

森木 麻菜美 委嘱

29 池田 輝子 委嘱

30 田口 小夏 委嘱

31
子ども相談室 教育相談員

大野 由希子 任命

32 荒嶋 千佳 任命

福祉事務所職員 33 障害福祉課 障害者支援係長 長谷川 亜樹子 任命

学識経験者 34 十文字学園女子大学 教 授 大関 浩仁 委嘱

保健師
35

こども家庭課
副主幹兼こども保健係長 萩原 朋子 任命

36 保健師 前鼻 摩耶 任命

事務局

教育委員会教育指導課 課 長 手島 牧子 事務局

教育委員会教育指導課 指導主事 齋藤 実紀 事務局

教育委員会教育指導課 指導主事 倉林 大輔 事務局

教育委員会教育指導課 指導主事 三宅 太陽 事務局



令和８年度 朝霞市就学支援委員会・就学相談日程（４月２１日版）

就学支援委員会 就学相談

❶６／9（火）

午後２：００
第１回就学支援委員会（専門部会）

市役所 ４０１会議室

５／１（金）

午後２：３０

朝霞市民会館ゆめぱれす

（ホール）

令和８年度朝霞市就学相談に

係るオリエンテーション（第２回）

（特担：二小、五中）

①午後３：45 第１回就学支援委員会

・役員選出

市役所 大会議室奥

②７／９（木）

午後３：００

第２回就学支援委員会

・主に形態変更の児童生徒の審議

市役所 大会議室（手前）

①６／１７（水）

午後２：００

ゆめぱれす（３階会議室）

第１回就学相談

(303 のみ 16:30 まで)

❷９／３（木）

午後２：００
第２回就学支援委員会（専門部会）

ゆめぱれす ３０１会議室

②７／２２（水）

午後２：００

ゆめぱれす（３階 会 議 室 ）

第２回就学相談

(303 のみ 16:30 まで)

③午後３：００ 第３回就学支援委員会

・就学相談報告

ゆめぱれす 梅会議室

③８／２０（木）

午後２：００

ゆめぱれす（３階会議室）

第３回就学相談

④１０／８（木）

午後２：３０

第４回就学支援委員会

・就学相談報告

ゆめぱれす 梅会議室

④９／２９（火）

午後２：００

ゆめぱれす（３階会議室）

第４回就学相談

⑤１１／１２（木）

午後２：００
第５回就学支援委員会

・就学相談報告

ゆめぱれす 梅会議室

１０／１４（水）

午後２：３０

ゆめぱれす ２０１会議室

令和９年度朝霞市就学相談に

係るオリエンテーション（第1回）

（特担：三小、一中）

❸１１／２６（木）

午後２：００
第３回就学支援委員会（専門部会）

ゆめぱれす ３０１会議室

⑤１０／２０（火）

午後２：００

ゆめぱれす（３階会議室）

第５回就学相談

⑥１２／３（木）

午後２：００

第６回就学支援委員会

・就学相談報告

ゆめぱれす 梅会議室

⑥１１／２４（火）

午後２：００

ゆめぱれす（３階会議室）

第６回就学相談

⑦１／１４（木）

午後２：００

第７回就学支援委員会

・就学相談報告

ゆめぱれす 梅会議室

⑦１２／１０（木）

午後２：００

ゆめぱれす（３階会議室）

第７回就学相談

❹２／２５（木）

午後２：３０
第４回就学支援委員会（専門部会）

市役所 ５０２会議室
就学支援委員会 全７回

専門部 全４回

就学相談 全７回

就学相談オリエンテーション２回

午後４：００ 就学支援委員会答申

教育長室



１ 朝霞市就学支援委員会条例

（目的）
第１条 この条例は、朝霞市就学支援委員会の設置、組織及び運営に関する事

項を定めることを目的とする。
（設置）

第２条 障害のある幼児、児童及び生徒に関し、適正な就学支援を行うため、
朝霞市就学支援委員会（以下「委員会」という。）を置く。
（所掌事務）

第３条 委員会は、次に掲げる事務を所掌する。
（1）義務教育諸学校（ 小学校、中学校、中等教育学校の前期課程並びに特別

支援学校の小学部及び中学部をいう。）に就学しようとする者及び在学す
る者の心身の障害の種類、程度等を判断し、適正な就学について答申する
こと。

（2） 障害のある幼児、児童及び生徒の就学支援に関すること。
（組織）

第４条 委員会は、委員３９人以内で組織する。
２ 委員は、次に掲げる者のうちから朝霞市教育委員会（以下「教育委員会」

という。）が委嘱し、又は任命する。
（1） 専門医
（2） 教育職員
（3） 福祉事務所職員
（4） 学識経験を有する者
（5） 保健師
（委員長及び副委員長）

第５条 委員会に、委員長及び副委員長１人を置き、委員の互選によってこれ
を定める。

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。
３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代

理する。
（任期）

第６条 委員の任期は、１年以内とする。ただし、再任を妨げない。
２ 委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（専門部）
第７条 委員会に、必要に応じ、専門部を置くことができる。

（会議）
第８条 委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。
２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。
３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の

決するところによる。
（庶務）

第９条 委員会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。
（委任）

第１０条 この条例に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、
教育委員会が定める。

附 則
この条例は、公布の日から施行する。
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２ 朝霞市就学支援委員会の実施手順

（１）就学予定園児の就学相談について

就学支援委員会

（専門医・教育職員・

福祉事務所職員・学識経

験を有する者・保健師）

朝霞市教育委員会

（事務局：教育指導課長

担当指導主事）

小学校

（就学支援委員・教頭・

特別支援教育コーディ

ネーター・特別支援教育

担当教諭等）

保護者

（幼稚園長・保育園

長・施設長等）

就学相談申込書受理

※就学相談オリエンテ

ーション不参加の場合

HP にて就学相談オリ

エンテーション資料の

確認を促す

②保護者へ連絡

・就学相談日日程調整

・就学相談通知

【様式２】送付

・特支学級見学・体験希

望確認

④学校見学希望園児情

報送付【様式１－１】

【様式１－２】

（C4thメッセージ）

⑤園児情報受領

⑦できる限り

就学相談日前に

見学・体験程調整

①就学相談申込み

保護者から在幼稚

園・保育園等に

【様式１－１】を提

出

幼稚園・保育園等は

【様式１－２】を作

成の上、

【様式１－１】

【様式１－２】を

市役所４階４３

教育指導課へ郵送も

しくは持参の上提出

就学相談通知受領

【様式２】

（相談日数日前）

③見学・体験

希望あり

⑥特支学級

見学・体験

希望を学校へ連絡

就 学 相 談 活 動

⓪就学相談オリエンテーション（任意参加） ※HP案内掲載、園等より保護者へご案内

※内容（資料、申込用紙配付、就学相談の流れ、特支学級、通級、特支学校説明等）
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⑪就学支援委員会

で判断

⑭就学先の答申

⑧必要に応じて特支学

級見学・体験に同行

⑨必要に応じて園等で

の様子を観察、報告

書の記入（就学支援委

員会にて報告）

⑩本人・保護者意向・

就学相談内容をもと

に、

就学支援委員会審議

資料作成

⑫判断結果の伝達

⑮答申の受理

⑯就学先の決定

※県立特別支援学校へ

の就学を判断、本人保護

者も意思決定の場合、１

１月下旬に行われる県

の受理会に必要書類（9
月上旬県より指示）提出

※できる限り通常の

学級も廊下から見学

⑧特支学級見学

・体験当日対応

就学支援委員等が

報告書記入・送付

【様式６】

⑰１１月校長会資料

において

就学相談、就学支援

委員会の結果を各校

ごとに把握

（変更等その都度担

当指導主事より連絡

有）

※特別支援学校につい

ては、各家庭ごとに

直接見学・体験の申

込みをする。

⑧特支学級

見学・体験

※特別支援学校希望

の場合 10月相談、

11 月の審議が最

終となる。

⑬就学先の意志

決定

就学相談終了の

お知らせ受領

・保護者【様式３】

・在籍園長、施設長

※保護者より口頭に

て報告

※県立特別支援学校

へ入学希望の場合

受理会提出用書類を

提出、県立特別支援

学校での相談に参加

（12 月上旬）

県 教 委

特別支援学校

教育管理課

入学通知書

入学届提出

教育管理課

就 学 相 談（６月～１２月全７回）※R7は 5月末までの申込で 9月までの枠がほぼ終了
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（２）教育形態の変更及び中学校進学に係る就学相談について

①教育形態の変更手続き

就学支援委員会 朝霞市教育委員会 当該学校・保護者

②中学校進学に係る手続き

※小学校特別支援学級から中学校特別支援学級へ進学する際には、就学相談を省略す

ることができる。ただし、体験・見学は、市教委を通して実施すること。なお、体験

見学の日程調整・当日対応は学校で行う。また、通常学級から特別支援学級、特別支

援学級から特別支援学校等、教育形態を変更して進学する際は、上記の流れと同様に、

就学相談を実施する。

保護者の希望により、特別支援学級見学、

体験、交流及び共同学習の実施。

※新中一については小・中学校間で日程調

整をする。

※特別支援学校については、各家庭ごとに

直接見学・体験申込みをする。

学校長〇事前協議

・市教委担当者

・校内委員会による児童・生

徒の就学状況の把握と記録

・保護者の意向

校内委員会での審議

保護者の意思決定

就学相談の申込み

教育形態の変更願提出

【様式１－１】【様式１－３】

【様式４】

在籍学校【様式５－２】

変更後の学校

保護者【様式５－３】

必要に応じて転校手続

教育管理課

転校受理

答申受理教育形態の変更の答申

就学支援委員による

巡回相談

就学支援委員会による

教育形態変更の審議

就学相談申込書受理

教育形態の変更願受理

担任の所見

【様式５－１】
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※県立特別支援学校への入学については、新中一、形態変更についても、新就学児同様に 11
月下旬の県の受理会に必要書類を提出する必要がある。

また、保護者が県立特別支援学校での相談参加後、県からの特別支援学校への入学期日等

の通知をもって最終決定となる。

※特別支援学校で行われる１２月上旬の相談会の結果によっては継続審議となる場合がある。

その際には、県立特別支援学校より１２月下旬に連絡があり、県からも通知がある。

※継続審議となった場合には、県からの通知を待つことなく、市教委担当指導主事より各校、

管理課、保護者へ連絡する。面談等を通して保護者・本人の意向と実態把握を再度行い、

県立特別支援学校と協議を行う。

※その結果、県立特別支援学校にて該当園児受入不可の場合、県の就学支援委員会が行われ、

結果の通知がある。



議案第４０号

朝霞市いじめ問題専門委員会委員の委嘱及び任命について

朝霞市教育委員会教育長に対する事務委任規則第２条第１項第７号の規定に

より、下記のとおり朝霞市いじめ問題専門委員会委員を委嘱及び任命すること

について議決を求める。

令和８年５月２０日提出

朝霞市教育委員会教育長 二 見 隆 久

記

１ 発 令 事 項 朝霞市就学支援委員会委員を委嘱（任命）する

任期は令和８年６月２５日から令和１０年６月２４日

までとする

２ 発令年月日 令和８年６月２５日

３ 発令候補者 別紙のとおり

４ 委嘱及び任命の根拠 朝霞市いじめ問題専門委員会条例第４条第２項



附属機関の委員名簿 （令和８年６月２５日から）
審議会等の名称 定数

朝霞市いじめ問題専門委員会 ５人

委員の氏名 職 備考（構成等）

後藤 顕一 委員長 学識経験を有する者

浅見 哲也 委員 学識経験を有する者

杉田 正興 委員 医師

舟越 珠美 委員 臨床心理士

橋詰 裕 委員 教育委員会が必要と認める者

特記事項

設置根拠 朝霞市いじめ問題専門委員会条例

事務局・担当（学校教育部 教育指導課）

会議の公開状況公開（非公開情報の審議を除く）

次回の改選等の予定（令和１０年６月）



○朝霞市いじめ問題専門委員会条例
平成 27 年３月 27 日条例第 18 号
朝霞市いじめ問題専門委員会条例
（目的）

第１条 この条例は、朝霞市いじめ問題専門委員会の設置、組織及び運営に関する事
項を定めることを目的とする。
（設置）

第２条 いじめ防止対策推進法（平成 25 年法律第 71 号。以下「法」という。）第 14 条第
３項の規定に基づき学校におけるいじめの防止等（法第１条に規定するいじめの防
止等をいう。以下同じ。）のための対策を実効的に行うとともに、法第28条第１項の規
定に基づき重大事態に係る事実関係を明確にするための調査及び報告を行うため、
朝霞市いじめ問題専門委員会（以下「委員会」という。）を置く。
（所掌事務）

第３条 委員会は、次に掲げる事務を所掌する。
(１) いじめの防止等の対策に関すること。
(２) 法第 28 条第１項に規定する重大事態の調査に関すること。
(３) 前２号に掲げるもののほか、いじめの防止等のために必要な事項に関すること。
（組織）

第４条 委員会は、委員５人以内で組織する。
２ 委員は、次に掲げる者のうちから朝霞市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が
委嘱する。

(１) 学識経験を有する者
(２) 医師
(３) 臨床心理士
(４) 前３号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める者
（委員長）

第５条 委員会に委員長を置き、委員の互選によってこれを定める。
２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。
３ 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名した委員がその職務を代理す
る。
（任期）

第６条 委員の任期は、２年以内とする。ただし、再任を妨げない。
２ 委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。
（会議）

第７条 委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。
２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。
３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決すると
ころによる。

４ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求めて意見若しくは
説明を聴き、又は必要な資料の提供を求めることができる。
（守秘義務）

第８条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、また、
同様とする。
（庶務）

第９条 委員会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。
（雑則）

第 10条 この条例に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が
委員会に諮って定める。
附 則
（施行期日）

１ この条例は、平成 27 年４月１日から施行する。
（特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正）

２ 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（昭和 32 年朝霞
市条例第２号）の一部を次のように改正する。
（次のよう略）



議案第４１号

朝霞市学校運営協議会委員の任命について

朝霞市教育委員会教育長に対する事務委任規則第２条第１項第７号の規定に

より、下記のとおり朝霞市学校運営協議会委員を任命することについて議決を

求める。

令和８年５月２０日提出

朝霞市教育委員会教育長 二見 隆久

記

１ 任命について

（１） 発 令 事 項 朝霞市立朝霞第二中学校学校運営協議会委員を任命する。

任期は令和９年３月３１日まで

（２） 発令年月日 令和８年６月１日

（３） 発令候補者

氏名 職業又は所属・職名 備考

鈴木 重之
す ず き しげゆき 「NPO法人感謝プロジェク

ト」

学校運営協議会委員か

らの推薦



議案第４２号

朝霞市学校運営協議会委員の解任及び任命について

朝霞市教育委員会教育長に対する事務委任規則第２条第１項第７号の規定に

より、下記のとおり朝霞市学校運営協議会委員を解任及び任命することについ

て議決を求める。

令和８年５月２０日提出

朝霞市教育委員会教育長 二見 隆久

記

１ 解任について

（１） 発 令 事 項 朝霞市立朝霞第四中学校学校運営協議会委員を解任する。

（２） 発令年月日 令和８年５月３１日

（３） 発令候補者

（４） 解任の根拠 朝霞市学校運営協議会規則第１４条第１項第１号

２ 任命について

（１） 発 令 事 項 朝霞市立朝霞第四中学校学校運営協議会委員を任命する。

（２） 発令年月日 令和８年６月１日

（３） 発令候補者

氏名 職業又は所属・職名 備考

山田 かをり
や ま だ

父母と先生の会・会長 役員交代

氏名 職業又は所属・職名 備考

相澤 敦
あいざわ あつし

父母と先生の会・会長 役員交代


